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会
場
ま
で
の
ご
案
内

①
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線

 「
湯
島
駅
」
6
番
出
口 

徒
歩
１
分

②
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

 「
上
野
広
小
路
駅
」
A4
番
出
口

　

徒
歩
5
分

③
JR
山
手
線
・
京
浜
東
北
線

 「
御
徒
町
駅
」
南
口 

徒
歩
6
分

＊
ホ
ー
ム
か
ら
南
口
改
札
へ
降
り

る
エ
レ
ベ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

5
／
22

　

於　

新
潟
県
人
会
館

　

本
田
会
長
以
下
16
名

　

・
案
内
状
・
会
報
発
送

　

・
総
会
会
打
合
せ

中
学
校
同
窓
祭
・
総
会　

6
／
12

　

於　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

・
本
田
会
長
出
席

東
京
片
貝
会
総
会　
　
　

6
／
26

　

於　

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　

・
会
員
69
名

　

・
来
賓
・
ゲ
ス
ト
35
名

東
京

MCV
全
国
大
会
応
援

　
　
　
　
　
　
　
　

8
／
10･

11

　

於　

町
田
及
び
所
沢
体
育
館

　

・
本
田
会
長
以
下
５
名

片
貝
祭　
　
　
　
　

9
／
9
・
10

　

・
厄
年
同
級
会
・
出
発
式
挨
拶

　
　
　

本
田
会
長
以
下
12
名　
　

　

・
浅
原
神
社
大
祭

　
　
　

本
田
会
長
列
席

　

・
挨
拶
回
り
小
学
校
、
中
学
校

　
　

JA
越
後
お
ぢ
や

　

・
相
撲
桟
敷
懇
親
会

　
　
　

会
員
多
数
参
加

教
育
講
演
会　
　
　
　
　

9
／
16

　

於　

片
貝
中
学
校

　

・
本
田
会
長
、
内
藤
会
長
、
徳

　
　

永
理
事

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

11
／
13

　

於　

新
潟
県
人
会
館

　

・
本
田
会
長
以
下
15
名

　

・
活
動
報
告

　

・
総
会
総
括

　

・
新
年
会
打
合
せ

中
川
克
子
（
昭
17
年
卒
）
面
倒
な

お
仕
事
が
お
あ
り
で
し
ょ
う
。
奥

様
も
ご
協
力
下
さ
っ
て
い
る
事
と

思
い
ま
す
。
感
謝
致
し
ま
す
。

松
下
利
夫
（
昭
18
年
卒
）
体
調
す

ぐ
れ
ず
、
残
念
で
す
が
欠
席
で
す
。

浅
田
義
男
（
昭
22
年
卒
）
今
年
で

最
後
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
第
一
回

池
袋
の
会
場
に
出
席
し
ま
し
た
。

小
宮
秀
雄
（
昭
26
年
卒
）
今
回
は

都
合
で
欠
席
で
す
が
、
次
回
か
ら

ま
た
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

吉
原
靖
子
（
昭
27
年
卒
）
主
人
の

命
日
に
は
家
族
が
集
ま
り
お
膳
を

囲
ん
で
思
い
出
話
を
し
て
ま
す
。

吉
原
武
夫
（
昭
28
年
卒
）
元
気
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
先
約
と
重
な

り
残
念
で
す
が
欠
席
致
し
ま
す
。

品
田
紀
美
子
（
昭
28
年
卒
）
主
人

の
体
調
が
悪
く
欠
席
で
す
が
、
楽

し
い
会
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

鯉
島
昭
雄
（
昭
29
年
卒
）
体
調
が

良
く
な
っ
て
き
て
、
新
年
会
は
出

席
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く

後
藤
美
恵
子
（
昭
31
年
卒
）
皆
様

に
会
え
る
事
楽
し
み
だ
っ
た
の
で

す
が
予
定
が
合
わ
ず
残
念
で
す
。

宇
野
澤
誠
子
（
昭
31
年
卒
）
入
院

中
で
す
の
で
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

ご
盛
会
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

高
波
国
男
（
昭
35
年
卒
）
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
季
節
の
ア
ル
バ
ム
を
拝

見
し
毎
回
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

松
井
利
弘
（
昭
43
年
卒
）
平
28
年

定
年
で
片
貝
へ
転
居
し
ま
し
た
。

・
若
杉
会(

昭
27
卒)

で
は
、
去

る
5
月
25
・
26
日
に
今
回
は
片
貝

在
住
幹
事
の
お
世
話
で
鬼
怒
川
温

泉
で
出
会
い
の
集
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
喜
寿
の
祝
い
を
兼
ね
51
名

も
の
参
加

者
が
あ
り
、

一
夜
語
り

明
か
し
ま

し
た
。
写
真

は
“
若
杉
会

美
熟
女
軍

団
”
の
踊
り

で
す
。

・
友
心
会
の
堀
井
ひ
と
み
さ
ん
幹

事
で
9
月
30
日
に
新
宿
の
び
ろ
く

亭
に
於
い
て

は
ん
ば
き
脱

ぎ
の
会
が
催

さ
れ
若
手
諸

氏
が
集
い
大

い
に
語
り
呑

み
ま
し
た
。

・
総
会
で
は
見
事
な
腕
前
を
披
露

さ
れ
て
い
る
徳
永
隆
浩
氏
（
さ
ざ

な
み
会
）
が
11
月
6
日
に
目
黒
区

洗
足
で
テ
ー

マ
を
「
豊
麗

で
情
熱
ほ
と

ば
し
る
レ
ス

ピ
ー
ギ
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン

と
の
二
重
奏
曲
」
と
題
し
て
。
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

師
走
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

例
年
よ
り
も
長
雨
が
続
き
、
足
早
に
到
来
し
た
寒
気
が
54
年

ぶ
り
と
な
る
早
い
初
雪
を
降
ら
せ
ま
し
た
。
寒
さ
が
増
し
、
木

枯
ら
し
が
身
体
に
応
え
る
気
候
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

会
場
を
前
回
と
同
じ
く
御
徒
町
に
あ
る
新
潟
県
人

会
館
に
設
け
、
下
記
の
要
領
に
て
平
成
29
年
新
年
会

を
開
催
致
し
ま
す
。

　

同
級
生
の
方
や
お
友
達
を
誘
い
合
い
、
多
数
の
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

日
時

　
　

平
成
29
年
１
月
29
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
（
正
午
よ
り
受
付
）

会
場

　
　

新
潟
県
人
会
館　

２
階

　
　

東
京
都
台
東
区
上
野
１
の
１
３
の
６　
　

　
　

☎
０
３
・
３
８
３
２
・
７
６
１
９

会
費

　
　

男
性
：
５
，
５
０
０
円

　
　

女
性
：
４
，
５
０
０
円

返
信
は
、
１
月
13
日
（
金
）
迄
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
東
京
片
貝
会

　
　
　
平
成
29
年
新
年
会
御
案
内

発行　東京片貝会
責任者 本田秀幸

〒 146-0084 大田区南久が原 2-32-10
電話　090-4831-5580

会
の
動
き

会
員
短
信

会
合
邂
逅
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第
57
回
定
期
総
会
が
開
幕
し
、
会

長
の
挨
拶
に
続
き
役
員
の
再
選
と
昨

年
度
の
会
計
報
告
お
よ
び
会
計
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
前
会
長
・
陽
光
会
の
藤
塚

悟
様
の
音
頭
で
乾
杯
と
な
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
母
校
を
励
ま
す
会
内
藤
会

長
よ
り
金
子
小
学
校
校
長
、
小
方
中

学
校
校
長
へ
図
書
費
が
贈
呈
さ
れ
、

各
校
校
長
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。 

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
歓
談
の
輪

が
広
が
る
中
、
伝
統
芸
能
保
存
会
各

位
に
よ
る
正
調
シ
ャ
ギ
リ
の
演
奏
、

阿
部
尚
様
に
よ
り
「
さ
ん
さ
し
ぐ
れ
」

の
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

42
歳
厄
年
が
斉
の
神
で
行
っ
た
餅

巻
き
行
事
の
映
像
を
背
景
に
元
気
一

杯
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

片
貝
で
催
さ
れ
た
同
窓
祭
で
好
評
を

博
し
た
シ
ャ
ギ
リ
と
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
様
が
ス
ク
リ
ー

ン
で
映
し
出
さ
れ
、
太
刀
川
正
和
様

よ
り
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

理
事
の
さ
ざ
な
み
会
の
徳
永
隆

浩
、
安
達
智
子
両
氏
に
よ
る
ジ
ャ
ズ

演
奏
は
新
鮮
な
音
色
を
会
場
に
響
き

渡
ら
せ
、
会
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
JA
越
後
お
ぢ
や
様
か
ら

お
ぢ
や
魚
沼
こ
し
ひ
か
り
を
御
贈
呈

頂
き
、
全
員
に
お
土
産
と
し
て
お
持

ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。

　

会
の
〆
は
恒
例
の
熱
の
こ
も
っ
た

「
木
遣
り
」
合
唱
で
す
。
総
勢
百
人

を
超
え
る
片
貝
人
が
輪
に
な
っ
て
熱

唱
し
、
慰
十
六
会
芝　

文
夫
様
の
万

歳
三
唱
、
芝
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

【
ご
来
賓
出
席
者
】（
敬
称
略
）

本
田
毅
（
片
貝
町
協
議
会
会
長
）、

大
矢
俊
之
（
片
貝
町
協
議
会
幹
事
）、

大
矢
弘
光
（
小
千
谷
市
議
会
議
員
）、

吉
田
敏
明
（
片
貝
町
公
民
館
館
長
）、

根
本
忠
（
片
貝
医
院
院
長
）、
松
井
周

之
輔
（
小
千
谷
市
教
育
長
）、
佐
藤

永
久
（
東
京
新
潟
県
人
会
副
会
長
）、

小
宮
博
行
（
Ｊ
Ａ
越
後
お
ぢ
や
常
任

理
事
）、
吉
原
裕
二
（
片
貝
中
学
校

同
窓
会
会
長
）、
小
野
塚
祐
一
（
片

貝
中
学
校
同
窓
会
事
務
局
長
）、
小

方
邦
雄
（
片
貝
中
学
校
校
長
）、
金

子
明
子
（
片
貝
小
学
校
校
長
）、
高

野
栄
久
子
（
片
貝
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副

会
長
）、
芝　

勲
（
し
ろ
が
ね
会
会

長
・
還
暦
）
他
２
名
、
小
野
塚
昇
（
友

心
会
会
長
・
50
歳
）
他
３
名
、
佐
藤

敦
（
平
成
会
会
長
・
42
歳
）
他
２
名
、

名
塚
孝
一
（
片
貝
町
伝
統
芸
能
保
存

会
会
長
）
他
10
名

【
会
員
出
席
者
】（
敬
称
略
）

 

（
昭
和
17
〜
30
卒
）

中
川
克
子
、安
達
和
三
、阿
部
修
次
、

神
林
勝
夫
、
黒
﨑
晴
郎
、
佐
藤
安

治
、
浅
田
義
男
、
大
塚
順
一
、
中

村
恵
美
子
、横
手
俊
一
、荒
木
ム
ツ
、

佐
藤
祐
一
、
藤
塚
浩
治
、
松
岡
規

子
、
黒
﨑
勝
、
本
田
正
弘
、
吉
原
宏
、

吉
井
均

 

（
昭
和
31
〜
39
卒
）

大
塚
國
夫
、
大
矢
佐
知
子
、
小
野

塚
清
、
黒
瀬
良
子
、
小
宮
善
興
、

芝
満
雄
、
藤
塚
悟
、
諸
我
時
夫
、

安
達
弘
、
五
十
嵐
哲
郎
、
芝
文
夫
、

高
波
国
男
、
吉
原
敏
明
、
大
矢
と

ら
じ
、
本
田
秀
幸
、
松
井
京
子
、

小
野
塚
和
夫
、
芝 
強
、
佐
藤
正
志

 

（
昭
和
40
卒
〜
）

相
崎
俊
夫
、
岸
井
久
美
子
、
太
刀

川
和
雄
、
安
達
仁
、
安
達
徹
、
栗

原
知
子
、
小
林
和
弘
、
山
口
光
夫
、

安
達
裕
子
、安
達
亮
一
、早
川
芳
枝
、

山
口
正
彦
、内
藤
冨
美
子
、藤
塚
弘
、

荒
関
裕
子
、國
部
裕
子
、杉
田
一
枝
、

藤
塚
伸
雄
、安
達
智
子
、徳
永
隆
浩
、

徳
永
雅
史
、
松
山
朱
実
、
相
崎
達

也
、
堀
井
ひ
と
み
、
小
野
塚
括
吉
、

吉
井
伸
子
、
吉
田
博
男
、
佐
藤
潤
、

吉
田
貴
裕
、
相
崎
清
輝
、
友
田
啓
、

白
石
知
子

（2）

 

藤
塚　

弘

　

つ
く
し
会
（
昭
46
卒
）
町
裏
出
身

　

東
京
片
貝
会
の
こ
と
は
以
前
か

ら
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か

な
か
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

で
い
た
と
こ
ろ
、
一
昨
年
の
還
暦

行
事
（
つ
く
し
会
）
を
機
に
片
貝
会

の
総
会
に
出
席
し
、
同
級
生
の
内

藤
さ
ん
に
誘
わ
れ
少
し
で
も
お
手

伝
い
で
き
た
ら
と
思
い
参
加
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
会
の

運
営
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
総
会
や
新
年
会

だ
け
で
な
く
会
員
に
よ
る
講
演
会

や
小
、
中
学
校
へ
の
図
書
の
寄
付
、

片
貝
祭
へ
の
参
加
な
ど
地
元
片
貝

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
会
員
の
皆
様
の

強
い
郷
土
愛
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

40
代
50
代
の
若
い
方
々
も
多
く
い

て
、
東
京
片
貝
会
が
各
世
代
の
方
々

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

私
も
微
力
な
が
ら
、
も
っ
と
も

っ
と
会
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

参
加
さ
れ
る
方
が
増
え
る
よ
う
に

同
級
生
や
先
輩
、
後
輩
に
も
声
を

か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
新
年
会
に
多
く
の
皆

さ
ん
と
お
目
に
か
か
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

松
山
朱
実

　

実
生
会
（
昭
53
卒
）
寺
町
出
身

　

片
貝
を
離
れ
て
か
ら
三
十
数
年

が
た
っ
た
あ
る
日
、
同
級
生
か
ら

「
来
年
五
十
の
花
火
あ
げ
る
よ
、
成

人
の
時
か
ら
出
て
な
い
か
ら
こ
れ

を
逃
す
と
還
暦
だ
よ
。」
と
い
う
連

絡
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は

三
十
年
以
上
会
っ
て
い
な
い
友
人

は
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
れ

る
の
か
、
何
を
話
し
た
ら
い
い
の

か
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
お
祭
り
の
前
に
同
級
会
に

出
席
し
て
、
そ
こ
に
い
る
友
人
た

ち
だ
け
で
も
二
十
歳
の
頃
か
ら
ウ

ン
十
キ
ロ
増
え
た
体
重
、
膨
ら
ん

だ
容
姿
を
認
識
し
て
も
ら
わ
な
く

て
は
…
。
出
席
し
た
同
級
会
で
は

「
ど
ご
の
人
ら
?
」「
知
ら
ん
人
が
同

級
会
に
い
る
」と
遠
く
の
席
の
人
た

ち
の
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
そ
の
後
私
だ
と
わ
か
る
と

一
気
に
時
間
は
遡
り
、
話
題
は
尽

き
ず
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
会
長
か
ら
、「
東

京
片
貝
会
の
総
会
に
出
席
し
て
欲

し
い
」
と
話
が
あ
り
、
6
月
の
総
会

で
先
輩
達
、
同
級
生
、
後
輩
た
ち

と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
初
め
て
体
験

し
ま
し
た
。

　

何
よ
り
片
貝
弁
で
話
す
会
話
が

楽
し
く
、
ま
た
屋
号
と
町
内
で
ど

こ
の
誰
か
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
け

る
う
れ
し
さ
、
そ
し
て
〆
に
全
員

で
輪
に
な
っ
て
歌
う
木
遣
り
は
感

動
も
の
で
し
た
。
お
祭
り
や
総
会

を
通
し
て
改
め
て
片
貝
の
良
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
度
理
事
に

な
る
こ
と
で
、
東
京
と
片
貝
を
繋

ぐ
お
手
伝
い
を
少
し
で
も
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

米どころ雪国おぢやでつくられた
“魚沼産コシヒカリ”
清らかな水と肥沃な土壌で丹精込めて
作った逸品です
おいしさと安心を追求した黄金色の稲穂
から精米された

“白い宝石たち”
その炊きあがりの艶と風味の良さは魚沼
産ブランドの名にふさわしい逸品です

「雪国で手塩にかけて作った“白い宝石”」

JA 越後おぢや
〒94-0021
新潟県小千谷市土川1-12-25
☎０258-83-3525

諸我石材店
墓碑・灯籠
石材加工販売

諸我和成
〒 947-0101
小千谷市片貝町一の町
☎ 0258-84-2317

税務相談
お気軽にどうぞ

もろが会計事務所
諸我時夫（昭32年卒）
柏市増尾8-22-9
自宅☎04-7176-4528
事務所03-3888-4190

JA越後おぢや
詳細は

検索⇒

伝
統
と
現
代
の
音
色
と
が
響
き
渡
る
！

   
第
57
回
総
会
開
催
平
成
28
年
6
月
26
日

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

若
ぇ
衆
登
場
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第
で
す
。
感
想
文
に
は
受
験
に
対

す
る
不
安
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
私
も
あ
の
頃
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
経
験
し
て
み
な
い
と

納
得
が
で
き
ず
何
度
も
や
り
直
し

す
る
こ
と
で
時
間
が
か
か
っ
て
も

丁
寧
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

間
違
っ
た
決
断
な
ど
な
い
、
失
敗

し
て
こ
そ
次
に
繋
が
る
と
学
び
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
長
い
道
程

の
中
、
い
や
今
で
も
い
つ
も
私
の

心
情
と
し
て
い
る
格
言
が
あ
り
ま

す
。「
◇
意
思
の
あ
る
と
こ
ろ
に

道
は
開
け
る
◇
物
事
は
起
こ
る
べ

く
し
て
お
き
る
◇
大
切
な
こ
と
は

失
敗
し
な
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
失

敗
し
て
も
そ
の
都
度
起
き
上
が
る

こ
と
だ
。
孔
子
」
今
始
ま
っ
た
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ

カ
で
は
大
統
領
選
挙
に
絡
み
か
な

り
の
混
乱
状
態
で
す
。
人
種
差
別

に
偏
見
を
も
っ
た
国
民
の
大
半
は

貧
教
の
傾
向
が
高
い
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
る
よ
う
で
、
無
知
か
ら
来

る
恐
れ
か
ら
偏
見
が
生
ま
れ
る
と

も
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今

更
に
、
学
校
教
育
の
大
切
さ
を
つ

く
づ
く
思
い
知
ら
せ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、頑
張
っ
て
下
さ
い
。

『
片
貝
、
ば
ん
ざ
い
!!
』

【
母
校
を
励
ま
す
会
基
金

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
者
名
】

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
Ｈ
28
・
4
・
1
〜
10
・
31
）

松
下
利
夫(

18)

、
阿
部
修
次
、
安

達
和
三
、
黒
﨑
晴
郎
、
佐
藤
安

治
、
神
林
勝
夫
（
21
）、
大
塚
順

一
、
豊
島
文
枝
（
22
）、
中
村
恵
美

子
、
長
岡
利
夫
（
23
）、
大
坂
照

子
（
25
）、
石
橋
行
夫
、
荒
木
ム
ツ
、

佐
藤
祐
一
、
藤
塚
浩
治
、
藤
塚

文
顕
、
松
岡
規
子
（
27
）、
安
達

隆
、
黒
崎
勝
、
吉
原
宏
、
吉
原
武

夫
（
28
）、
松
本
キ
イ
、
宮
下
愛

子
、
吉
井
均
（
30
）、
浅
田
美
智
夫
、

芝
満
雄
、
小
野
塚
清
、
大
塚
國
夫
、

藤
塚
悟
、
軍
司
雅
子
、
小
宮
善
興

（
31
）、
吉
井
信
三
、
諸
我
時
夫

（
32
）、
安
達
弘
（
33
）、
安
達
弘
、

五
十
嵐
哲
郎（
35
）、大
矢
と
ら
じ
、

高
野
鈴
子
、
松
井
京
子
、
本
田
秀

幸
、
吉
原
敏
明
（
37
）、
芝　

強
、

小
野
塚
和
夫（
38
）、天
野
八
重
子
、

佐
藤
正
志
（
39
）、
岸
井
久
美
子
、

相
崎
俊
夫
（
40
）、
安
達
徹
、
安

達
仁
（
41
）、
安
達
裕
子
、
安
達

亮
一
（
42
）、
内
田
京
子
、
藤
塚
弘
、

内
藤
富
美
子
（
43
）、
藤
塚
伸
雄

（
48
）、
安
達
智
子
、
徳
永
隆
浩

（
52
）、
徳
永
雅
史
（
53
）、
吉
田
博

男
、
堀
井
ひ
と
み
（
54
）、
佐
藤

潤
（
55
）、
吉
田
貴
裕
（
56
）、
相

崎
清
輝
（
57
）、
友
田　

啓
（
58
）、

白
石
知
子
（
60
） 

【
東
京
片
貝
会
へ
の
ご
寄
付
】

　

左
記
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
、

JA
越
後
お
ぢ
や
様
よ
り
祝
金
と
お

米
を
頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　
（
Ｈ
28
・
4
・
1
〜
10
・
31
）

太
刀
川
三
郎(

15)

、
阿
部
修
次

(

21)

、大
塚
順
一(

22)

、小
宮
善
興
、

芝
満
雄
、
藤
塚
悟(

31)

、
安
達
弘

(

33)

、芝
文
夫(

35)

、大
矢
と
ら
じ
、

高
野
鈴
子
、
寺
町
明
美
、
松
井
京

子
、
本
田
秀
幸(

37)

、
小
野
塚
和

夫
、
芝　

強(

38)

、
天
野
八
重
子

(

39)

、
安
達
徹
、
小
林
和
弘(

41)

、

勝
俣
一
司(

42)

、、
徳
永
雅
史(

53)

、

山
口
昌
幸(

55)

、
吉
田
貴
裕(

56)

、

相
崎
清
輝(

57)

、
友
田
啓(

58)

、

白
石
知
子(

41)

片
貝
ル
ー
ツ
の
活
躍
、
ご
存
じ
？

　
　
　

四
代
会
長　

阿
部
修
次

　

近
頃
世
界
の
海
洋
汚
染
が
拡
大

し
、
こ
の
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
さ

れ
て
い
る
佐
藤
克
文
東
京
大
学
教

授
（
海
洋
生
態
学
）
が
中
心
と
な

り
、
野
生
動
物
の
生
態
を
探
る
デ

ー
タ
ロ
ガ
ー（
小
型
記
録
装
置
）
を

取
り
付
け
環
境
実
態
を
バ
イ
オ
ロ

ギ
ン
グ
と
い
う
手
法
で
調
査
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
研
究
成
果
を
多
く
の
メ
デ

ィ
ア
で
発
表
さ
れ
、
8
月
16
日
付

朝
日
新
聞
に
「
ゴ
ミ
を
誤
食
す
る

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
受
難
」
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
佐
藤
教
授

は
東
大
大
気
海
洋
研
究
所
で
後
輩

の
指
導
を
さ
れ
つ
つ
、
世
界
中
を

駈
け
巡
り
海
洋
汚
染
に
警
告
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
佐
藤
教
授
は
東
京
片
貝
会

五
代
会
長
の
佐
藤
祐
一
氏
の
ご
子

息
で
す
。
片
貝
が
ル
ー
ツ
で
あ
る

克
文
氏
の
ご
活
躍
を
誇
り
に
思
い
、

地
球
環
境
を
守
る
為
、
益
々
の
ご

活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

※
有
料
企
業
広
告
を
募
集
中
※

感動空間
新宿レフカダ
落語、漫才、コンサート
楽しい事がここにある！

芝　強（昭38年卒）
新宿区新宿5-12-4
☎03-5366-0775
http://lefkada.jp/

　

講
師
ナ
オ
コ
（
直
子
）・
デ
ィ

ガ
ン
さ
ん
の
旧
姓
は
安
達
（
八
島

出
身
）
で
す
。
ナ
オ
コ
さ
ん
は
デ

ザ
イ
ン
を
専
攻
し
な
が
ら
、
ふ
と

し
た
き
っ
か
け
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
他
の
街
に
な
い
異
様
な
雰
囲

気
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
ア
メ
リ

カ
に
渡
航
し
ま
し
た
。
以
来
26
年

に
渡
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら

し
、講
演
に
も
同
行
し
た
マ
イ
ク
・

デ
ィ
ガ
ン
さ
ん
と
い
う
米
国
人
の

伴
侶
を
得
て
、
映
像
や
イ
ラ
ス
ト

の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
13
年
前
に

自
ら
設
立
し
、
多
く
の
顧
客
に
恵

ま
れ
な
が
ら
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ナ
オ
コ
さ
ん
で
す
が
、

実
は
文
章
と
し
て
書
か
れ
た
文
字

が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
り
順
序
が
入

れ
替
わ
っ
て
見
え
て
し
ま
う
な
ど

活
字
の
読
解
に
苦
労
す
る
と
い
う

症
状
に
人
知
れ
ず
悩
ま
さ
れ
、
こ

れ
を
乗
り
越
え
て
き
た
そ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
は
米
国
で

は
よ
く
認
知
さ
れ
て
お
り
、
独
自

の
空
間
認
識
能
力
や
柔
軟
な
発
想

な
ど
に
支
え
ら
れ
て
芸
術
家
や
起

業
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方
に

多
い
と
の
こ
と
で
す
。
ナ
オ
コ
さ

ん
は
海
外
に
飛
び
出
し
て
夢
を
実

現
す
る
の
を
支
え
て
く
れ
た
周
囲

に
感
謝
し
つ
つ
、
外
に
大
き
く
開

か
れ
た
今
の
世
界
な
ら
何
で
も
実

現
で
き
る
と
信
じ
て
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
と
片
貝
っ
子
を
力
強
く
励

ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

講
演
を
終
え
て

ナ
オ
コ
・
デ
ィ
ガ
ン
さ
ん
（
抜
粋
）

　

素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
東
京
片
貝
会
、

同
窓
会
、
片
貝
中
学
校
、
町
民
の

民
様
、
友
心
会
の
仲
間
達
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
生

徒
さ
ん
達
の
感
想
文
も
嬉
し
く
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
だ
、

正
直
言
っ
て
少
し
複
雑
な
気
持
ち

に
も
な
り
ま
し
た
。
私
は
、”
と

て
も
決
断
力
が
あ
る
”
と
い
う
印

象
を
皆
さ
ん
に
与
え
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
が
、
実
は
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
回
り
道
を
沢
山
し
な
が
ら

い
ま
の
生
活
に
た
ど
り
着
い
た
次

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

母
校
を
励
ま
す
会
教
育
講
演
会

「
私
の
学
ん
だ
こ
と
」

　
　
　
　
～
渡
米
に
至
る
き
っ
か
け
と
海
外
生
活
で
の
学
び
～

　

ナ
オ
コ
・
デ
ィ
ガ
ン
氏　

昭
和
54
年
卒　

友
心
会

　
　
　

平
成
28
年
9
月
16
日　

片
貝
中
学
校
に
て

第 34 回

心と技で築く
　　快適なマイホーム
一般建築・設計施工
ナック式融雪住宅　般-22

（有）藤沢建築
藤沢貞夫（永遠会）
小千谷市片貝町一ノ町
0258-84-2186

MELVE
代表取締役

大矢良一（にじ会）
株式会社 　メルベ企画 　

小千谷市片貝町6312
TEL･FAX 0258-84-3728

TECHNICAL
CASTING
COMPANY

株式会社  マツオ技研
本社･工場　 小千谷市片貝町2670

TEL 0258-84-2421
FAX 0258-84-3208

http://www.matsuogiken.co.jp

 

母
校
を
励
ま
す
会
に

 
ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
！
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吉
井
愛
斗
80
ｍ
Ｈ
高
野
大
走
り
高

跳
び
山
口
凜
二
四
百
ｍ
リ
レ
ー
女

子
百
ｍ
佐
藤
友
希
乃
80
ｍ
Ｈ
横
山

花
陽
四
百
ｍ
リ
レ
ー
◆
小
千
谷
学

童
相
撲
大
会
女
子
一
年
大
塚
煌
莉

四
年
藤
塚
美
礼
・
男
子
四
年
淺
田

晃
誠
五
年
黒
﨑
碧
琉
六
年
淺
田
優

心
団
体
優
勝
◆
県
競
書
大
会
特
選

四
年
鈴
木
る
う
◆
新
大
競
書
大
会

特
選
四
年
鈴
木
る
う
◆
全
国
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
県
審
査
優
秀
賞
三
年

山
口
修
平
◆
県
発
明
工
夫
展
県
教

育
長
賞
四
年
高
橋
恵
大

■
中
学
校　

南
雲
教
頭
先
生

　

平
成
28
年
度
、
男
女
バ
ス
ケ
が

市
内
大
会
を
制
し
ま
し
た
。
ま
た
、

野
球
部
は
市
内
大
会
3
連
覇
を
達

成
！
更
に
中
越
大
会
で
も
片
中
バ

ス
ケ
旋
風
は
続
き
、
男
女
共
に
2

位
と
い
う
好
成
績
で
し
た
。
野
球

部
は
県
大
会
出
場
を
賭
け
た
延
長

戦
の
末
さ
よ
な
ら
負
け
で
惜
敗
。

県
大
会
で
は
女
子
バ
ス
ケ
が
3
位

と
今
季
一
際
輝
い
て
ま
し
た
。

　

ま
た
「
教
育
の
町
片
貝
」
と
し

て
今
年
度
か
ら
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

が
始
ま
り
、
佐
藤
佐
平
治
や
朝
陽

館
・
耕
読
堂
に
つ
い
て
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
秋
山
郷
で
の

佐
平
治
ま
つ
り
や
教
育
感
謝
祭
に

生
徒
も
初
め
て
参
加
し
、
ふ
る
さ

と
の
良
さ
を
し
っ
か
り
と
学
ん
い

ま
す
。
こ
れ
も
片
貝
町
の
皆
様
か

ら
の
熱
い
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。

初
の
試
み
と
し
て
11
月
29
日
に
多

数
の
ご
来
賓
、
保
護
者
を
招
い
て

ふ
る
さ
と
学
習
成
果
発
表
会
を
劇

形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
年
度
も
ナ
オ
コ
・
デ

ィ
ガ
ン
様
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
教

育
講
演
会
開
催
し
て
い
た
だ
き
、

生
徒
た
ち
の
今
後
の
生
き
方
の
深

い
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
公
式
大
会
の
み
○
印
順
位
◆
三

市
一
郡
陸
上
競
技
大
会
共
通
女

子
八
百
ｍ
小
林
萌
香
③
１
年
女
子

八
百
ｍ
井
上
美
那
海
④
◆
魚
沼
四

市
二
郡
水
泳
大
会
女
子
百
ｍ
バ
タ

フ
ラ
イ
品
田
琴
子
①
女
子
四
百
ｍ

個
人
メ
ド
レ
ー
品
田
琴
子
①
◆
市

内
各
種
大
会
野
球
①
卓
球
男
子
団

体
③
女
子
団
体
②
女
子
個
人
小
宮

美
空
②
女
子
バ
レ
ー
②
男
子
バ
ス

ケ
①
女
子
バ
ス
ケ
①
◆
中
越
大
会

陸
上
競
技
小
林
萌
香
⑦
卓
球
女
子

団
体
②
男
子
バ
ス
ケ
②
女
子
バ
ス

ケ
②
水
泳
女
子
百
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

品
田
琴
子
②
女
子
四
百
ｍ
個
人
メ

ド
レ
ー
品
田
琴
子
②
（
以
上
県
大

会
へ
）
◆
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中

越
地
区
大
会
銀
賞
◆
新
潟
県
総
合

体
育
大
会
女
子
バ
ス
ケ
③
水
泳
女

子
百
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
品
田
琴
子
⑦

女
子
四
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
品
田

琴
子
⑤
（
以
上
県
大
会
へ
）
◆
市

内
新
人
大
会
男
子
バ
ス
ケ
②
女
子

バ
レ
ー
②
卓
球
男
子
団
体
③
女
子

団
体
②
女
子
個
人
堀
井
の
あ
②
神

林
莉
緒
③
水
泳
女
子
百
ｍ
バ
タ
フ

ラ
イ
品
田
琴
子
②
女
子
四
百
ｍ
個

人
メ
ド
レ
ー
品
田
琴
子
②

・
農
業
の
副
読
本
贈
る

　

JA
越
後
お
ぢ
や
（
谷
口
熊
一
理

事
長
）
は
、
地
域
の
大
切
な
産
業

で
あ
る
農
業
を
学
ぶ
社
会
科
の
副

読
本
と
し
て
、
松
井
周
之
助
教
育

長
を
介
し
市
内
の
5
年
生
に
「
農

業
と
わ
た
く
し
た
ち
の
く
ら
し
」

と
題
し
た
副
読
本
を
配
布
し
た
。

・（
株
）
フ
ー
ゲ
ツ
、
と
き
賞
受
賞

　

２
０
１
５
年
度
新
潟
県
経
営
品

質
賞
の
中
小
企
業
部
門
で
、
卓
越

し
た
「
経
営
の
仕
組
み
の
あ
る
企

業
」
と
し
て
賞
設
立
か
ら
初
受
賞
。

・
モ
ダ
ン
と
伝
統
の
融
和

　

6
／
12
片
貝
中
同
窓
祭
が
催
さ

れ
、
安
達
ロ
ベ
ル
ト
氏
（
一
心
会
）

が
作
曲
さ
れ
た
楽
曲
を
中
学
吹
奏

楽
部
と
シ
ャ
ギ
リ
が
共
演
し
た
。

・
佐
平
治
を
偲
び
、「
祭
る
」

　

片
貝
商
工
振
興
会
青
年
部
が
主

催
し
、
忍
字
亭
庭
園
で
は
、
音
楽

演
奏
や
紙
芝
居
ま
た
飲
食
、
物
販

の
店
が
並
ぶ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
ま
た
忍
字
亭
内
で
は
「
小
さ

な
町
の
写
真
展
」
が
行
わ
れ
、
町

民
か
ら
多
数
持
ち
寄
ら
れ
た
明
治

か
ら
現
在
に
至
る
写
真
を
前
に
思

い
出
話
の
花
が
咲
い
た
。

・
小
学
生
力
士
、
躍
進
中
！

　

三
之
町
の
黒
﨑
碧
琉
君
（
片
小

5
年
）
が
第
19
回
北
信
越
大
会
の

ふ
る
さ
と
・
は
・
今

Ｈ
28
年
6
月
よ
り

Ｈ
28
年
11
月
ま
で

■
小
学
校　

楠
田
教
頭
先
生

◇
金
子
校
長
の
呼
び
か
け
で
夢
枕

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
起
し
、
熊
本

で
被
災
さ
れ
た
方
へ
せ
め
て
夜
ゆ

っ
く
り
休
ん
で
ほ
し
い
と
、
六
月

に
願
い
を
込
め
た
手
作
り
そ
ば
殻

枕
173
個
を
熊
本
に
送
り
ま
し
た
。

◇
六
年
生
は
祭
り
に
訪
れ
る
観
光

客
に
町
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お

う
と
自
分
た
ち
で
調
べ
た
情
報
を

チ
ラ
シ
に
し
て
配
っ
た
と
こ
ろ
大

好
評
で
直
ぐ
な
く
な
り
ま
し
た
。

片
貝
を
好
き
に
な
る
有
意
義
な
活

動
で
し
た
。
◇
八
島
出
身
の
音
楽

家
安
達
ロ
ベ
ル
ト
さ
ん
が
片
貝
小

の
た
め
に
囃
子
を
編
曲
さ
れ
、
五

年
生
児
童
と
一
緒
に
何
度
も
音
合

わ
せ
を
し
ま
し
た
。
こ
の
素
敵
な

曲
を
も
み
の
キ
ッ
ズ
学
び
ラ
ン
ド

や
市
の
親
善
音
楽
会
で
披
露
し
ま

し
た
。
◇
児
童
の
活
躍
（
一
位
の

み
）
◆
わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
千
谷
場

所
・
女
子
一
年
小
宮
凜
花
二
年
藤

塚
ま
り
四
年
藤
塚
美
礼
・
男
子
四

年
淺
田
晃
誠
五
年
黒
﨑
碧
琉
六
年

淺
田
優
心
◆
市
親
善
水
泳
大
会
・

男
子
五
年
百
ｍ
平
泳
ぎ
横
山
流
惟
・

女
子
六
年
50
ｍ
背
泳
ぎ
小
林
日
香

莉
◆
市
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
大
会
・
男

子
五
年
千
五
百
ｍ
坂
井
駿
介
五
年

走
り
幅
跳
び
佐
藤
陸
六
年
百
ｍ
吉

井
愛
斗
四
百
ｍ
リ
レ
ー
・
女
子
四

年
八
百
ｍ
藤
塚
美
礼
・
五
年
走
り

幅
跳
び
須
田
愛
・
四
百
ｍ
リ
レ
ー
・

六
年
市
親
善
陸
上
大
会
男
子
百
ｍ

（4）

小
学
校
五
年
の
部
で
強
豪
を
打
ち

破
り
見
事
優
勝
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会

へ
の
出
場
が
決
ま
っ
た
。

・
技
は
和
醸
良
酒
の
極
み
へ

　

高
の
井
酒
造
「
越
の
初
梅
」
木

村
明
裕
杜
氏
は
関
東
信
越
国
税
局

酒
類
品
評
会
の
純
米
酒
の
部
で
優

秀
賞
を
得
た
。
な
お
9
月
か
ら
県

内
限
定
で
二
千
五
百
本
の
販
売
。

・
米
作
り
の
ご
苦
労
に
感
謝

　

手
作
り
の
籾
摺
り
機
を
体
験
す

る
貴
重
な
体
験
会
が
片
貝
小
で
行

わ
れ
、
米
作
り
の
大
変
さ
と
感
謝

を
学
ぶ
機
会
と
し
て
五
年
生
30
名

ほ
ど
が
参
加
し
た
。

・
駅
伝
に
42
チ
ー
ム
が
駆
け
た

　

片
貝
町
体
育
協
会
が
主
催
す
る

第
37
回
片
貝
町
町
民
駅
伝
大
会
が

催
さ
れ
、
総
勢
二
百
人
を
超
え
る

選
手
が
出
場
し
健
脚
を
競
っ
た
。

・
こ
こ
に
も
凄
腕
が
い
る
！

　

第
23
回
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
三
仏
生
で
催
さ
れ
、
3

つ
に
分
か
れ
た
コ
ー
ト
全
部
で
片

貝
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

・
教
育
感
謝
祭
が
仲
使
山
で
開
催

　

朝
陽
館
・
耕
読
館
で
教
鞭
を
執

っ
た
塾
主
ら
を
祭
る
会
に
小
学
六

年
生
と
中
学
三
年
生
が
始
め
て
参

加
し
、
学
び
舎
の
歴
史
に
触
れ
た
。

・
世
界
で
活
躍
す
る
片
貝
人

　

国
際
協
力
機
構
の
東
京
支
所
に

勤
務
す
る
本
田
龍
輔
氏
（
愛
星
会
）

を
講
師
と
し
て
、
中
学
生
が
国
際

協
力
の
経
験
か
ら
学
ぶ
「
生
き
方

講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

皆
様
の
ご
協
力
で
会
報
を
お
届
け

で
き
ま
す
事
に
深
謝　

藤
塚
伸
雄

　
　
　
　

陽
光
会　

小
宮
善
興

　

佐
藤
家
は
広
大
な
敷
地
（
数
千

坪
）
を
土
塀
に
囲
ま
れ
屋
敷
内
に
は

樹
齢
数
百
年
の
ケ
ヤ
キ
が
覆
っ
て

い
ま
し
た
。
正
門
玄
関
の
左
側
は
、

酒
座
川
が
流
れ
、
木
々
も
多
く
昼

間
も
薄
暗
く
近
寄
れ
な
い
雰
囲
気

で
し
た
。
京
屋
お
茶
屋
さ
ん
の
脇

の
道
に
沿
っ
て
、
古
く
重
み
の
あ

る
堀
が
続
き
、
子
供
の
頃
、
当
時

流
行
っ
て
い
た
時
代
劇
映
画
（
チ
ャ

ン
バ
ラ
）
に
あ
る
、
忍
者
が
さ
っ
と

堀
の
上
に
飛
び
上
が
る
よ
う
な
世

界
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

絵
は
子
供
の
頃
の
塀
を
思
い
、
本

宅
と
塀
を
合
成
し
て
描
い
て
お
り

実
際
に
は
な
い
構
図
で
す
。（
中
略
）

佐
藤
家
の

家
主
は

代
々
佐
平

治
を
名
乗

っ
て
い
ま

し
た
。
昭

和
49
年
、

二
十
六
世

佐
平
治
氏
が
75
歳
で
逝
去
さ
れ
た

時
小
千
谷
市
に
売
却
さ
れ
、
現
在

の
「
け
や
き
園
・
忍
字
亭
」
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
12
年
、
二
ノ
町
町

内
会
は
佐
藤
家
親
族
一
同
と
「
佐
藤

邸
さ
よ
う
な
ら
パ
ー
テ
ィ
」
を
開
き

ま
し
た
。
佐
藤
家
は
長
い
歴
史
は

静
か
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

町
の
で
き
ご
と

 

こ
こ
ろ
の
風
景


